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鈴鹿西ロータリークラブ会報 
所属:  国際ロータリー第 2630 地区 鈴鹿・亀山グループ;  

創立:  1985 年 3 月 27 日; RI 認証:  1985 年 6 月 3 日(No. 1665);  

事務所:  〒513-0802 三重県鈴鹿市飯野寺家町 816 鈴鹿商工会議所 3F;  

電話:  059-383-7077; FAX:  059-383-8501;  

E-Mail:  info@rotary-suzuka-west.org; http: //www.rotary-suzuka-west.org/  

例会場:  鈴鹿商工会議所 4F 大ホール; 例会日:  火曜日; 例会食事:  12: 00; 例会:  12: 30-13: 30; 

第 1618回例会 2019年 10月 8日(火) 

例会場: 鈴鹿商工会議所４Ｆ大ホール 

例会進行: 岸本春雄 副ＳＡＡ 

開始: 12：30 終了: 13：30 

点鐘: 会長 服部高宣 

ソング: 我らの生業 

ソングリーダー:  勇 理維子会員 

         

会長挨拶     服部高宣 会長 

今日は、米山月間に因んで、川戸会員にお話を頂

きます．よろしくお願い致します． 

7 月 27 日-28 日、モンゴルの首都ウランバート

ルにて、米山学友による第 2 回世界大会「絆 in モ

ンゴル」が開催されました．式典には、世界 16 の

国、地域出身の学友、ロータリアン、その家族など、

総勢 548 人が登録．日本を含め、モンゴル以外か

らのゲストが383人、モンゴル国内の学友や家族、

ロータリアン、来賓が 165 人と、これまで以上の

盛大な会となったようで、この式典の様子は、当日

のモンゴル国内のニュース番組で報じられ、ロータ

リーと米山記念奨学事業の PR にも繋がりました． 

掲げたテーマの通り、国を越えた米山の“絆”の強

さを感じた今回の素晴らしい大会については、『ロ

ータリーの友』10 月号のよねやまだより「米山月

間特集」でも詳しく紹介されるようです． 

2012 年に行われた日韓親善会議で、「日韓関係

では困難なこともあるが、一人ひとりが交流を深め

ていくなかで、その輪が広がれば広がるほど、虹の

7 色の間を繋いでいる色は強く結ばれるようにな

っていく」とスピーチをした米山学友であり東京米

山ロータリーEクラブ 2750の会員でもある韓国人

女性に惜しみない拍手が贈られたことがあったと

言う記事を読んだことがあります．  

彼女のスピーチの中にもありますが、虹の色や種

類や数は国によって違います．日本、韓国、オラン

ダなどでの虹は 7 色、イギリス、アメリカは 6 色、

フランスは 5 色、ロシアは 4 色、今回の世界大会

が行われたモンゴルでは 3 色だそうです． 

また、私達は 7 色で出来ていると言う先入観に囚

われて見ている為、7 色の間に存在している色に気

付けていません．細かく見たら、もっともっと沢山

の色で出来ているように見えるかもしれません． 

 彼女は、この 7 色を国に例え、７色の間を繋いで

いる色のように、世界各国は切っても切れない何か

の絆で繋がっていて、その絆は一人一人の交流から

始まるものであると述べていました． 

7 色と言う大きな色の配列が国家レベルの繋が

りならば、その間にある、名前の付け難い色は、私

達一人ひとりの繋がりのようなものであり、しかし

このような交流こそが７色を繋ぐ上ではとても大

切な役割を果たしていると言うことだと思います． 

眼に見える大きな物や出来事だけが大切なわけ
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ではなく、小さなことの積み重ねこそが大きな力に

なると言うことや、先入観に囚われすぎて正確に見

ていないことがあると言うことなど、初心に帰らさ

れるスピーチでした．彼女のスピーチは詩で締めく

くられていましたので、私も、その詩の紹介を以て

挨拶とさせて頂きたいと思います． 

口は愛を伝えるためのもの。  

口は言葉なくしても人を幸せにできるもの。  

手は人へ温もりを伝えるためのもの。  

手は人の温もりが必要な人に手を差し伸べるた

めのもの。  

手は手と手をつないで、一緒に歩いていくための

もの。 

足は歩み寄るためのもの。  

足は困っている人の所に行けるようにしてくれ

るもの。 

 

幹事報告     勇 理維子 副幹事 

1.当クラブ例会変更のお知らせ 

11 月 5 日（火）祝日を含む週につき休会 

11 月 19 日（火）祝日を含む週につき休会 

2.2018-19 年度活動報告書が出来上がりまし 

たので配布してございます。 

3.日本のロータリー100 周年記念バッジが届 

きましたので、ご注文いただきました方のトレ 

イに配付してございます． 

4.ロータリー米山記念奨学会から、2019-20 

年度版 豆辞典が届きましたので配布してござ

います．また、地区米山記念奨学部門委員会 村

瀬祐治委員長より例会で回覧の依頼がありまし

た「2018-2019 年度米山奨学寄付クラブ別明細

及び2019-2020年度米山奨学生世話クラブ所属

一覧」を各テーブルに 2 部ずつ配布してあります

のでご一覧ください． 

5.2019 年 9 月台風 15 号災害義援金ご協力のお 

願いが地区ガバナー事務所より届いております． 

6.本日例会終了後、第７回理・役員会を事務局に 

おいて開催いたします． 

服部会長と勇副幹事 

 

委員会報告 

＊深谷公園（10/29）例会案内 

服部高宣 会長 

＊創徳中学校出前職業講座の報告  

河田勝正 会員 

例年恒例になった講師派遣(出前講座)は従来ガバ

ナー補佐が鈴鹿市教育委員会との協議のもとに中

学校長の要望を取入れて開催される． 

 令和元年１０月７日(月)１３：４０～１4：４５

(於)創徳中学校第二学年６クラスにて講義． 

 私はまず自己紹介を始め河田「姓」は木曽三河附

近で農業に従事．日本人は農耕土着民族であり、欧

米人の狩猟民族との対比を行ない環境と生活習慣

の違いは文化等ものごとの見方、考え方即ち人生

観・世界観(哲学的思考)の相異を導き出す．「名」

は勝正は戦前(第二次世界大戦)生まれは、戦争に勝

つ、そして正しくという様に「名」は社会的背景を

見る事が出来る． 

次いでロータリークラブから派遣． 
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ロータリーとは何か？日本的理論として把握す

れば「自己の職業」を通じて「地域社会」へ「奉仕」

することを目的とする団体・組織である．(組織理

論、制度論) 

更に要望書、講演内容は①～⑥である． 

①現在の仕事の内容と選んだ理由 ②仕事をして

いて楽しいこと・辛いこと ③仕事に必要な資格や

適正 ④社会人として大切な事 ⑤社会に出る中

学生への言葉 ⑥質疑応答 

仕事はＮＡＴＯ 北大西洋条約機構でなくＮｏ 

Ａｃｔｉｏｎ Ｔａｌｋ Ｏｎｌｙではダメ、ヤル

カヤランかの世界であり、勉学に於いても同様であ

る．そこには集中力を要するものである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ゴルフ部会案内  加藤 稔ゴルフ部 部会長 

    
  

出席報告        桃井力生  出席委員 

正会員 39 名中 24 名出席．出席率：68.57％ 
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ニコニコボックス報告 

      岩崎 透 親睦・家族副委員長 

 
             
  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

順不同・敬称略 

服部高宣：川戸委員長、卓話よろしくお願い致し

ます． 

野間芳実：河田会員、衣斐会員には、創徳中学校

への出前講座への講師派遣では大変御世話

になり有難うございました． 

川戸広樹：本日、米山月間で卓話をします．よろ

しくお願いします．  

 

本日のプログラム                          

「米山月間に因んで」 

      川戸広樹 米山記念奨学会委員長 
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 会報発行担当：奥村隆司 


